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０．はじめに
日中同形語と呼ばれるものは単に日中両語で漢字表記を同じくする語を指す
のではなく，近代の西洋文明受容において生まれた新漢語であり，多くは中国
語にとって日本語からの借用語である。このように中国伝来の事物の名称等を
外して考えるのが一般的傾向であるし，あえてどこかに定義を求め依るまでも
なく，これを大方の理解としてよかろう。
日中同形語と言えば，相互の言語学習における誤用について考察する研究報
告が次々となされるし，日本語からの借用語とされるものについては，その誕
生を中国において出版された辞典に認める等の「出生地」をめぐる議論も起き
るし，新漢語としての側面からは漢文脈という捉え方から日本の近世・近代を
語る視点も提出されるに至っている。
いまこのような情況を，同一の対象を異なる角度から捉えて，言い換えれば
それぞれ一面的な理解に基づいてなされる群盲象を評す的な考究であるとする
ならば，あらためて全体像を捉える必要があろう。そのための初期的試みを
求めるには，まずは膳立てを整えなければなるまい。すなわち，新漢語であり，
大部分が日本語の中で造られ，そのほとんどが中国語の中に取り込まれた文明
用語が，「出生地」はともかくその後いかなる「住民登録」をするに至ってい
るかを確認する作業から始めたい。
１．新漢語の原語と日中二言語での「住民登録」
日中二言語に関わるからには，単一言語辞典（monolingual dictionary）で
はなく二言語辞典（bilingual dictionary）に当たるべきであるし，それもさら
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に原語があるわけであるから，中国語－日本語辞典や日本語－中国語辞典など
ではなく，例えば英語－日本語辞典と英語－中国語辞典での登録を対照させて
探らねばなるまい。そうすれば「原語→日本語→中国語」もしくは「原語→中
国語→日本語」という流れを意識して「彼ら」の現況を覗き見ることができる。
新漢語にリストアップされる語群は，当然現在ある英和辞典や英漢詞典に
「住民登録」がなされている。翻訳され定着したこれらの術語はそれぞれ原語
（英語）の見出し語の下の所定の位置に収まるには，原語たる英語の語釈に従
って翻訳していくわけではなく，翻訳語の中から適したものを拾い上げてきて
置く作業が基本的工程である。
この工程において，ある一つの翻訳語（新漢語）が別の翻訳語（新漢語）と
共にある一つの原語（英語）の見出し語の下に「同居」を強いられることもけ
っして珍しくはないということに注目しなければならない。
原語（英語等）　　　　　　日本語　　　　　　　　中国語
Ｅ　―　ａ　　　　　　Ｊ　―　イ　　　　　　Ｃ　―　甲
　　―　ｂ　　　　　　　　―　ロ　　　　　　　　―　乙
　　―　ｃ　　　　　　　　―　ハ　　　　　　　　―　丙
　　　　↑　　　　　　　　　　↑　　　　　　　　　　↑
　　　　語釈　　　　　　　　語釈（訳語）　　　　　　語釈（訳語）  
２．circulation ／「循環」／「流通」の連環
いま，「循環」と「流通」という２つの日中同形語を語釈に収めるcirculation
について，原語の語釈に対して，日本語を英和辞典に，中国語を英漢詞典に対
照させるとどうなるか。もちろん英和辞典や英漢詞典が英英辞典の原語の語釈
に合わせた順を採っているとは限らないし，辞典によって語釈の順に出入りが
あろうことは言うまでもないが，細部の異同は捨象し見比べてみたい１。
１　引用辞典は次の通り。『Longman Dictionary of Contemporary English ロングマン英英
辞典　３訂増補版』桐原書店　2002年，『プログレッシブ英和中辞典　第５版』小学館 
2012年，《新英汉词典　第４版》上海译文出版社 2009年。
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circulation
１［singular,U］ the movement of blood around your body: Exercise 
improves the circulation .｜good/bad circulation Doctors had to remove 
her leg because of bad circulation .
２［U］ the exchange of information, money etc from one person to 
another in a group or society in/out of circulation Police believe there 
are thousands of illegal guns in circulation .｜The book was taken out 
of circulation .｜ remove/withdraw something from circulation The 
Treasury Department plans to remove older coins from circulation and 
replace them with new ones .
３［C, usually singular］ the average number of copies of a newspaper or 
magazine that are usually sold each day, week, month etc ［+of ］ The 
newspaper has a daily circulation of 55,000 .
４［C,U］ the movement of liquid, air etc in a system: Let’s open the 
windows and get some circulation in here .
５ in circulation/out of circulation informal when someone takes part or 
does not take part in social activities at a particular time: Sandy’s out of 
circulation until after her exams .
［名］
１UC（液体・空気などの）循環
open the windows and get some circulation
窓を開けて換気する
1aU血液の循環，血行
have good ［bad］ circulation
血行がよい［悪い］
２U（物などが）出回る［いきわたる］こと，（貨幣などの）流通，（うわさな
どの）流布，（情報などの）伝達
That theory has wide circulation .
その理論は広く知られている
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2aU（新聞・雑誌などの）配布，販売，（図書の）貸し出し；〔ａ～；数量を表
す修飾語を伴って〕（…部の）発行［配布，貸し出し］部数≪of≫
a magazine with national circulation
全国的に売れている雑誌
have a  large ［limited］ circulation
発行部数が多い［限られている］
a magazine with a circulation  of 200,000+
発行部数20万の雑誌
2bU通貨，流通手形
circulationの慣用句・イディオム
in circulation
１〈通貨が〉流通［通用］して；〈うわさなどが〉流布して，広まって
cash ［notes］ in circulation
流通現金［紙幣］
２（（略式））〈人が〉（社会的に）活動［活躍］して，人づき合いをしていて
He is eager to get back into circulation .
彼は社会［社交界］に戻りたがっている（◆動作を強調するときはintoを用い
る）
out of circulation
１〈通貨が〉流通［通用］していなくて；〈うわさなどが〉広まっていなくて
２（（略式））〈人が〉（社会的に）活動をやめていて，人づき合いをしなくなっ
て，（人と）つき合いがなくて≪with≫
ｎ１ 循环，环流；环行：He has a good （bad） ～ ，他血液循环良好（不好）。 
２ （货币、消息等的）流通，传播；（报刊等的）发行：withdraw a book 
from ～ 停止发行（或流通）一本书　３ 发行量，流通量：a newspaper 
with a daily ～ of five million 一张日销500万份的报纸／ have a large（small）
～ 销路好（差）４ 通货，货币　◇ in （out of） ～ １ 在（不在）从事活动
的　２ 在（不在）流通的
このcirculationの語釈に現れる「循環（英和）／循环（漢日）」と「流通（英
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和）／流通（漢日）」という共通の漢字列に目を向ければ，日中同形語の隠蔵
する多義構造の存在に否応なしに気づかされよう。
すなわち，「circulation（英） →循環（英和） ／循环（漢日）」，「circulation
（英） →流通（英和） ／流通（漢日）」ではなく，「circulation（英） →循環・流
通（英和） ／循环・流通（漢日）」なのである。日本語由来の外来語もしくは
日中同形語というものは，「原語→日本語→中国語」という流れの一対一の関
係に単純化せずに，一つの構造であると見るべきものなのである。言い換えれ
ば，ただ単に原語の訳語を貸し借りしただけに終わらず，結果として構造を移
す過程が生まれてしまっているのである。
３．新漢語の負の側面
実は，このcirculationについては，この語の訳語を例にとって，日本近代に
おける大量かつ広範囲にわたる翻訳やそれら翻訳語の中国語を始めとする東ア
ジア地域への借用伝播という従来の肯定的な評価だけではなく，否定的な側面
に目配りする慧眼をもつ翻訳家の指摘２が興味深い。
中村は，この「蘭学者たちの後継者である明治の学者たち」による西欧
語から漢語への翻訳作業を「文化の連続を計る」行為として高く評価して
いるようです。たしかに，これによって漢文化主導型から西欧文化主導型
へと文化の連続が計られたことは間違いありません。そのことを高く評価
するにやぶさかではないのですが，しかしそのいっぽうで「副作用」もま
た決して小さくはなかったと私は思います。
第一に学問間の連関がこれによって失われました。同じcirculationが血
液学では「循環」，経済学では「流通」と訳されたため，両者がもともと
circulationという一つの概念から生み出されたということが，ここで見え
なくなったのです。そして「血液の循環」と「物品の流通」が底ではつな
がっているのだということがわからなくなりました。そのため，医者と経
済学者は同じ概念のもとに仕事をしているにもかかわらず，「血液の循環」
と「物品の流通」との統合理論を共同してつくろうとは考えません。いや，
考えられないのです。
２　「翻訳講座講義録」，『成瀬由紀雄ホームサイト　英語・日本語・翻訳』　https://sites.
google.com/site/junbikakougi/5-fan-yino-jiao-ke-shu/03　2018年７月７日アクセス。
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このようにしてそれぞれに別々の専門用語をもったため，日本の学問
の多くが他の分野との共同作業ができなくなりました。そしてこのこと
が，その後の日本の学問の発展にとって大きな痛手となりました。学問の
枠を超えた総合的な視点を失ったからです。哲学者は哲学用語で，経済学
者は経済学用語で，物理学者は物理学用語で，数学者は数学用語で，医学
者は医学用語で，法学者は法律用語で，教育学者は教育用語で，それぞれ
にものを考える癖をつけました。学問の「タコツボ」化がこうして進んで
いったのです。日本の学者には卓越した専門力はあっても幅広い視野をも
つ「知の巨人」タイプが少ないのは，ここに一つの理由があるのではない
かと私は考えています。
第二に，西欧語から漢語への翻訳は一般の日本人の知的活動にも少なか
らぬ悪影響を与えました。無秩序な翻訳漢語の氾濫が私たち日本人の知識
の習得を意味もなく困難にしているのです。
｢近代日本が残した財産｣ も，個別かつ急ごしらえに成し遂げられたもので
あるがゆえに，「無秩序な翻訳漢語の氾濫」という負の側面を内包することを
避けることができなかった。あらためて考慮すべき指摘ではある。
中国語を母語とする日本語学習者や日本語を母語とする中国語学習者を対象
に，日中同形語を取り上げた誤用分析，日本語由来の外来語の出典の考証等々
においては絶えず研究報告がなされるところではあるけれども，やはり視座を
高めて表裏両面をにらんだ捉え直しが必要であろう。
中国語を母語とする日本語学習者にとって，日中同形語に誤用を誘われると
いうことは，見方を変えれば，誤用も避けられないけれども，ある意味学習に
利点がもたらされているということであるから，学習の初期段階では日本語の
中に多数の中国語語彙を見て取り学びやすいと感じる。しかし，後にそれらが
日本語由来の外来語であり，実は逆に現代中国語が多くの日本語語彙を抱えて
いるのだと気づいたときには，まずその事実に当惑せざるを得ない。
王彬彬（1998）は中国現代書面語が日本語由来の外来語を基盤に作られてい
ると懊悩する。母語たる「母」に実の母ではない顔を見てとり，無邪気に甘え
ることができなくなったというある種の喪失感を覚えているように映る。
　现代汉语中的日语“外来语”，数量是很惊人的。据统计，我们今天使
用的社会和人文科学方面的名词、术语，有70％是从日本输入的，这些都是
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日本人对西方相应语词的翻译，传入中国后，便在汉语中牢牢扎根。我们每
天用以高谈阔论、冥思苦想和说“东”道“西”时所用的概念，竟大都是日
本人弄出来的，—想到这一层，我的头皮就有些发麻。
　实际上，离开了日语“外来语”，我们今天几乎就无法说话。就在我写
这篇谈论日语“外来语”的文章时，也必须大量使用日语“外来语”，否则
就根本无法成文。
しかし，この“保姆”の影響は大きく，そっくりな物言いが身に付いてしま
った。口移しに学んだ日本語由来の外来語，すなわち日中同形語は，いわば
「タコツボ」化した用語である。借り物には漢字という便利さに加え癖が抱き
合わせにされており，想像にも増して深刻だったのである。
しかも，今となってはもうこの癖だけを取り除くことはかなわない。もし仮
に近代の翻訳遺産を捨て，近代語となった母語を捨て，原語（英語）に身を投
ずるならば，悩みは霧散するだろうけれども，近代以降の歩みも霧消してしま
う。言い換えれば，喪失感に悩まされるどころか喪失そのものを味わわねばな
らなくなる。
英語教育改革なるものの先に描かれるようなある種の国際化に共鳴するなら
ば，それで明るい展望も語れるというものではない。翻訳語を離れるというこ
とは，あたかも教授言語を英語とし，いわば宗主国言語教育のようなシステム
にシフトするに等しいからである。大成功を収めれば，結果として生活言語だ
けの母語を残すことになる。確かに，「無秩序な翻訳漢語の氾濫」は拭い去る
ことはできるけれども，｢近代日本が残した財産｣ も跡形もなく消えてしまい，
これを解決策と考えるならば本末転倒の謗りを免れないこととなろう。
４．具体的方策の模索
いずれにせよ，本稿の論点から外れてそのような言語政策に及ぶ議論に加わ
る用意はない。範囲を拡げずに本稿の論述の延長線で，日中同形語（日本語由
来の外来語）の負の側面に，たとい弥縫策であろうとも具体的な方策を講じる
道を探るとなるといかなる可能性が考えられるだろうか。
日本語由来の外来語である日中同形語は語彙であり，語彙を収めて解釈を与
えるのは辞典である。ならば，急いて空理に陥ることなく，まず手始めとして
具体的方策を辞典という工具書に反映させるところにヒントを求めることも意
義があろう。
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４．１　operationを例に
operation という語を例にとってその語釈を英英辞典，英和辞典，英漢詞典
の順に見てみよう。後の二者に容易にいくつもの同形語を見つけることができ
る。
１ MEDICAL ［C］ the process of cutting into someone’s body to repair or 
remove a part that is damaged
have an operation
undergo an operation formal （＝have an operation）
perform an operation
major/minor operation
emergency operation
routine operation （＝an operation that is often perfomed）
life-sacing operation
a heart bypass operation ｜ ［+on/for］ She’s going to need an operation 
on her ankle .｜He had an operation  to reduce the swelling in his brain .
｜She  underwent  a minor  operation  on her elbow in the summer .｜the 
surgeon who  performed  the  operation .｜The poor man had two  major 
operations  in two weeks .｜an  emergency operation  to save his sight ｜
a routine  knee operation｜The first indications were that the  life-saving 
operation  had gone well .
２ BUSINESS/ORGANIZATION ［C］ a business, company, or organization: 
The firm set up its own property development operation .｜a microchip 
manufacturing peration ｜Nolan and Barnes were both involved in the 
operation .
３ WORK/ACTIVITIES ［C,U］ the work or activities done by a business or 
organization, or the process of doing this work: Many small businesses fail 
in the first year of operation .｜The Education Business Partnership has  
been in operation  since 1989 .
４ ACTIONS ［C］ a set of planned actions or activities for a particular 
purpose: The UN rescue operation started shortly after dawn .
５ MACHINE/SYSTEM ［U］ the way the parts of a machine or system 
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work together, or the process of making a machine or system work: The 
aircraft’s engine operation was normal .｜in operation Protective clothing 
must be worn when the machine is in operation .｜The device has a single 
button, allowing for easy operation .｜Careful checks must be made before 
the factory commences operation .｜The new investment system  came 
into operation  in 1999 .
６ PRINCIPLE/LAW/PLAN ETC ［U］ the way something such as a 
principle or law works or has an effect: in operation a clear example of 
the law of gravity in operation｜come/go into operation （＝begin to have 
an effect） The new rule comes into operation on February 1 .｜put/bring 
something into operation （＝make something start to work） A scheme is 
being brought into operation to see how these changes would work .
７ MILITARY/POLICE ACTION ［C］  a planned military or police action, 
especially one that involves a lot of people: Britain will carry out a joint  
military operation  with the US .
８ COMPUTERS ［C］ an action done by a computer
［名］
１U（機械などの）操作，運転
a machine of simple operation
操作の簡単な機械
The plant is in full operation .
その工場は完全操業をしている
1a UC （器官・精神などの）働き，作用；（学習言語の）総合活用
mental operations
頭の働き
1b UC 事業，商売；操業；運営，営業；（投機的な）取引，操作
operations  in gold
金の思わく売買
1cU（薬などの）作用，影響，効きめ，効力
２U（手順・処置などの）実行，実施
2aU（法令などの）施行，実施；C有効期間［範囲］
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a law no longer in operation
もはや効力のない法律
come ［go］ into operation
実施される
put ［bring］ ... into operation
…を実施する
2b《軍事》C作戦，戦略；〔通例～ｓ〕作戦［軍事］行動；〔～ｓ〕作戦本部
（勤務者）；（飛行機の離着陸）管制室
Operation  Desert Shield
砂漠の盾作戦（◆Operationのあとに作戦名を置く）
2cC（人・体の部位の）手術≪on≫，（病気の）手術≪for≫
perform an operation on  a person for  appendicitis
人に盲腸の手術を行う
2dC《数学》運算，演算； CU 《コンピュ》演算（処理）
four operations
加減乗除
ｎ１ 【医】手术：undergo an ～ on the abdomen 接受腹部手术／ perform an 
～ on a patient for  appendicitis 为病人施行切除阑尾手术　２ 操作，工作；
运转（方式）；操作法；工序：the ～ of a machine 机器操作／ tunnel ～ s 
坑道作业／ under capacity ～ 开工不足　３ 作用；效力；（法律文件等的）
生效 ：the ～ s of nature 大自然的作用（指大自然引起的变化） ／ the ～ of 
a drug 药物的效力／ extend the ～ 扩大有效范围　４ ［常作～ s］ 作战（行
动）：军事行动；［～ s］ 地面指挥部：round-the-clock ～ s 24 小时连续作
战  ５ 经营；管理；营业；业务：the ～ of steel mill 经营炼钢厂／ the cost 
of ～ 业务费；经营肺费　６ 交易；买卖；（股票的）炒作：black market ～
s 黑市交易　７ 【数】 【计】 运算　８ 【计】 操作　９ ［O-］ ［作为代号名的一部
分］行动计划 ：◇ come （或 go） into  ～ 施行；生效；开始工作（或运转）
／ in  ～ １ 操作中，运转着：The plant has been in  ～ for several weeks. 
这工厂已投产几个星期了。　２ 生效；实施中：the law in  ～ 实施中的法律
／put into  ～ 使实施，使生效；使开始工作（或运转）
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「operation（英） →操作・作用・効力・作戦・手術・運算（英和） ／操作・
作用・效力・作战・手术・运算（漢日）」と捉えるべきであるのは，前掲の
circulationの場合と同様である。この語については，日中同形語の面ではない
が多義構造に英語教育からの注目度が高く図式化等，解説の工夫の試みがなさ
れている。
４．２　多義の描出
瀬戸賢一（2007）は，英語の多義語の意味ネットワークを辞典にまとめたも
のである。中心義を定め，メタファーやメトニミー等で派生する意義展開を見
せることによって当該語について，語の意味をばらして頻度順に並べるような
いわばファストフードの発想で作られる一般の辞典には望めないような深い理
解を得られるようにする趣旨であるとしている。operationについても以下の
ように整理された解説をしめしている。
　　　　０　機械を操作して働かせること
　　　　｜　―　ａ　〔機能的類似〕器官を働かせること
　　　　｜　　　ｂ　〔機能的類似〕組織を働かせること
　　　　｜
　　　　　―――　１　〔機能的類似〕手順に従って物事を実行すること
　　　　　　　　　　―　ａ　〔類で種〕法的な手続きを実行すること
　　　　　　　　　　―　ｂ　〔類で種〕組織化された計画を実行すること
　　　　　　　　　　―　ｃ　〔類で種〕医学的な術式を実行すること
ネットワーク 「機械を操作して働かせること」が中心義。機械を操
作して働かすのと同じように「（生物の）器官を働かせること」「（会
社・政府などの）組織を働かせること」の意義に拡張する。また，機
械的な操作手順に着目して「手順に従って物事を実行すること」の意
義に展開し，ここからそれぞれの意味領域ごとに「法的な手続きを実
行すること」「組織化された計画を実行すること」「医学的な術式を実
行すること」などの意義が派生する３。
３　〔類で種〕は「飲み物を飲む→酒を飲む」のように，シネクドキの包摂関係のより大き
なカテゴリー（類）がより小さなカテゴリー（種）を包摂する場合を指す。
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しかしながら，一般の辞典は少なくとも何万語もの見出し語を収録し，的確
な訳語を求める利用者にも応えている。つまり，この書は英語教育の指導書と
して使用するには有用であるけれども，訳語が示されず語彙数が非常に限られ，
とても一般用の辞典としての役割は果たせない。
派生する意義展開への視野などは閉じて，学習者の理解を促す工夫にとどめ
て実際の語釈では図示することにより他の一般的な辞典に優る効果を狙うもの
もある４。
operation
【語源ラテン語「仕事，作業」】
→　①（医術上の作業）手術
→　②（経営上の作業）企業（活動）
→　③（運行上の作業）運転
→　④（戦略上の作業）作戦行動
基本の「コアイメージ」と拡張された「派生イメージ」を関連づけて図式化
し，単語を一元的に理解できるように工夫し，さらに「イメージ」だけでなく，
語誌的観点が多義語の理解に役立つ場合には，語源を考慮しつつ，複数の意味
のつながり方をマッピングして，語の全体像を一望できるようにしようとする
ものであるとする。
ただ，分量的には挿絵に代るくらいに過ぎなく，辞典に対して求める役割も
挿絵並みに見える。
これらの工夫は多義語の理解を助けることを意図するものである。それぞれ
の訳語にすんなりと導かれるならば目的が果たされたと言えるのだろうけれど
も，ならばそれは同時に無秩序な翻訳漢語を知らずしらずいわば追認している
に等しい。
多義語と言っても，operationなど一部の実質語はむしろ例外的であり，解
説の対象としているのは多く前置詞などの機能語や基本的な語彙の多義である。
本稿が対象とする日中同形語たる近代の翻訳文明語の多義を同列に扱っても，
果たして効果的な解説とし得るかはおぼつかない。
繰り返しになるけれども，近代術語の多義は原語における語釈に沿って語ご
４　赤須薫（2018）。
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とに漢語を与えたものであり，かつその漢語にはそれぞれ先入の含意を免れず，
しかも縦割りにいわば気まぐれに選ばれているわけであるから，記述に相応の
工夫を凝らさねば追認への誘導で終わってしまおう。
さらには，多義論自体への疑問も提出されている。平沢慎也（2019）は，従
来の認知言語学的研究において，前置詞単体の「意味」ではなく，当該前置詞
の「使用」だと考えるところから，多義論から多使用論へのパラダイムシフト
を遠望する。確かに，通時的な意味拡張の過程と言語習得の過程は混ぜて議論
するべきものではないという主張は，図式化等の工夫に先立って考えられてし
かるべきであったと言えよう。
しかし，前掲の瀬戸賢一（2007）などは，実質語にとっては有用であり，と
りわけ「無秩序な翻訳漢語の氾濫」という負の側面を内包する ｢近代日本が残
した財産｣ である翻訳語である日中同形語においては，「無秩序さ」と「氾濫」
の当座の添え木となり得るかもしれないし，さらには近代より以前に事物とと
もに受け容れた日中同形語にとってはむしろ必要な後詰かもしれない。例えば，
卑近な日常語の「豆腐 dòufu ／豆腐 とうふ」などにしても，中国語－日本語
辞典や日本語－中国語辞典においては最も冷遇されあたかも等号で済まされる
ような扱いが一般的である。しかしながら，片や食材に片や食品に重点が置か
れ５，両語の話し手双方における思い込みからの誤解が生まれる可能性の高い
日中同形語の一つである。一つの語の多義というよりも，日中両語にまたがる
同形語全体にかかわる変則的な多義ではあるが，多義の描出をする工夫は図ら
ずも英語教育よりも中国語教育でより評価されよう。
５．おわりに
借用語として日本語から中国語に移入された近代の西洋文明を受容するため
に造られた新漢語が一般に日中同形語と呼ばれるものの主役であろうけれども，
古代より中国語から日本語に取り入れられ，いま日常卑近な事物を指すものと
なっている語なども併せて，それらには東西の文明・日中の文化にまたがる
“跨文明、跨文化”の問題が潜在している。
新漢語個々の出生の経緯に関する探究や中日双方からの誤用分析に伍して日
中同形語に刻み込まれる歴史的な縦糸と文化横断的な横糸が紡ぐ重層性にも目
５　例えば，押し豆腐の和え物を豆腐料理であるとすぐに理解できない日本人も少なくない
ように，同義語とするには利用法の異同も大きいし，嗜好的な開きも大きい。
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を向ける必要があろう。
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